
2018年3月 

神戸医療産業都市 
KOBE BIOMEDICAL INNOVATION CLUSTER 



 阪神・淡路大震災（1995年1月17日）による損失  

   経済的損失：6.9兆円（1年分の市内総生産に相当） 

   市内死者数：約4,600人 

 
 

 復旧から復興へ  1人当たり市民所得が全国以下 

 
 

 

 市会議員・産業界の声  神戸空港を活用したまちづくりによる 

                   外資系医療機器メーカーの誘致 

   

震災復興プロジェクトのひとつとしてスタート 
 

本年10月、医療産業都市発足20周年！ 

神戸医療産業都市の背景 
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実は神戸は 
関空からも近い！ 

新神戸－東京 

２時間５０分 

神戸ー東京／羽田 

約1時間１０分  

（１日９往復） 

三宮 

神戸空港 

関空ベイシャトル 
神戸空港⇒関西国際空港 

約30分 

立地条件と周辺環境 
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経済損失       雇用の確保と神戸経済の活性化 

命の尊さ        先端医療技術の提供による市民福祉の向上 

世界からの支援    アジア諸国の医療水準の向上による国際貢献 

産学連携のもと、ポートアイランド第２期を中心に、 

高度医療技術の研究･開発拠点を整備し、 医療関連産業を集積 

基礎研究から臨床応用および産業化までの一体的な仕組みづくり 

神戸医療産業都市の目的 

神戸医療産業都市 

神戸空港 

三宮 
神戸 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 
第１期 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 
第２期 

医療機器等の研究開発 

医薬品等の研究開発 

再生医療等の研究開発 

■ 神戸に日本初のクラスター形成 

■トランスレーショナルリサーチ（橋渡し研究）の推進 

次世代医療システムの構築のために 

先端医療振興財団  

名誉理事長   

井村 裕夫 
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基礎研究 
(研究機関) 

臨 床 
(病 院) 

産業化 
(企 業) 

医薬・バイオ 

再生医療 

ヘルスケア 

介護・リハビリ 

医療機器 

兵庫県立こども病院 

神戸市立医療センター 
中央市民病院 

神戸低侵襲 
がん医療センター 

西記念ポートアイランド 
リハビリテーション病院 

理化学研究所 
計算科学研究機構 
スーパーコンピュータ「京」 

理化学研究所 
多細胞システム 
形成研究センター 

理化学研究所 
ライフサイエンス 
技術基盤研究 
センター 

先端医療センター 

公財)先端医療振興財団 
神戸医療産業都市の中核的機関 

理事長 

本庶 佑 

医療イノベーション 

医療イノベーションを創出するクラスター 
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1998年（0社） 2001年（18社） 

2007年（125社） 

中核施設及び企業等の集積状況（1998年～2017年） 
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2017年（344社） 



206  
745  

1,155  

1,604  
1,757  

2,058  

2,200  

2,885  

3,593  

4,351  

4,890  

5,409  

6,141  

7,024  

7,100  

9,200  

18  
32  

60  
73  

85  
101  

125  

150  

170  

203  
218  

233  

271 

292 

316 

336 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

進出企業  344社 （2018年2月末） 
雇用者数 9,200人（2017年9月末） 

（人） 
（社） 雇用者数 

経済効果推計(’05, ’10 ,’12, ’15) 

 ・波及効果含む市内経済効果 

 ・税収効果 

409億円 
13億円 

1,041億円 
35億円 

1,251億円 
45億円 

進出企業 

1,532億円 
53億円 

進出企業数と雇用者数の推移 
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医薬・バイオ 

49社, 14.2% 

医療機器 

 88社, 25.6% 

ヘルスケア 

 36社, 10.5% 
再生医療 

 29社, 8.4% 

介護・リハビリ 

 10社, 2.9% 

大学・学術団体 

 10社, 2.9% 

研究開発支援 

68社, 19.8% 

情報・ソフトウェア等 

25社, 7.3% 

物流 

8社, 2.3% 

医療機関 

6団体,1.7% 

その他 

15社, 4.4% 

医療機器 

再生医療 

医薬品  

大学・学術機関 

業種別分類 

進出企業の内訳 

進出企業 
344社 
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http://www.fukuda.co.jp/index.html
http://www.boehringer-ingelheim.co.jp/wcms_opu/internet_bi_jp_prod/com/Home/index.jsp
http://www.asubio.co.jp/
http://www.nard.co.jp/index.html
http://www.senju.co.jp/
http://www.tel.co.jp/index.htm


様々なアドバンテージ 

さらなる 
販路開拓 

国内外展示会への共同出展 
 Bio Japan(横浜） BIOtech（東京） 
 BIO International Convention（ｱﾒﾘｶ）   
 MEDICA（ﾄﾞｲﾂ) ﾒﾃﾞｨｶﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ（大阪）     
                        など 

研究開発 
加速 

国家戦略特区に指定 2014年5月 

  規制緩和、税制・財政優遇 

様々なニーズに対応 
  レンタルラボ・オフィス、一時利用施設（RI 
  実験、動物実験）が整備され、初期投資 
  を抑えた効果的な研究・事業が可能 

医療機器等事業化促進 
プラットフォーム 
臨床現場のニーズと企業の有するシーズの
マッチング、専門アドバイザーとの引き合わせを
コーディネイト。 

自社技術や 
アイディアを 

医療分野で 
事業化 

ビジネス 
ネットワーク 

拡大 

クラスター交流会・勉強会 
 
 医療関連企業や研究者が発表を 
 行うビジネスマッチングの場 
 
 ・神戸再生医療勉強会 
 ・神戸ポートアイランド創薬フォーラム 

最先端の 
情報入手 

可能 

神戸医療産業都市へ進出し、ビジネスの飛躍へ 
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計算科学振興財団 
（ＦＯＣＵＳ） 

理化学研究所計算科学研究機構 
スーパーコンピュータ「京」 

先端医療センター 
（ＩＢＲＩ） 

多細胞システム形成研究センター 
（ＣＤＢ） 

ライフサイエンス技術基盤 
研究センター（ＣＬＳＴ） 

南公園 

京ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ前 

医
療
セ
ン
タ
ー 

バイオ・クラスター 

シミュレーション・クラスター 

兵庫県立粒子線医療センター附属 

神戸陽子線センター 
(2017年12月開設) 

神戸医療イノベーションセンター 

メディカル・クラスター 

神戸市立医療センター 
中央市民病院 

神戸低侵襲がん医療センター 兵庫県立こども病院 

神戸大学医学部附属 
国際がん医療・研究センター 
(2017年４月開院) 

主要施設マップ 
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神戸アイセンター 
（2017年12月開設） 



バイオクラスター 



神戸臨床研究情報センター(TRI) 先端医療センター (IBRI)  国際医療開発センター (IMDA) 

理化学研究所  
多細胞システム形成研究センター

（CDB） 

理化学研究所 
ライフサイエンス技術基盤研究センター 

（CLST） 

理化学研究所  
融合連携イノベーション推進棟

（IIB） 

バイオクラスター主要施設 
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研究所長：鍋島 陽一 

研究グループ：再生医療研究（田口 明彦）、映像医療研究開発（千田 道雄）、   

         医薬品研究開発（鍋島 陽一）、先制・予防医療研究開発（鍋島 陽一）、 

         分子病態研究（太田 明夫） 

基礎研究から臨床応用への橋渡し研究機能と先制医療研究の推進を担う中核施設 

研究所長 
鍋島 陽一 

■ センター概要 

① 脳梗塞、血管再生、角膜再生などの再生医療 

② 癌の免疫療法など免疫制御による疾患の治療 

③ 動脈硬化、骨粗鬆症、肺気腫、アルツハイマー病 

  などの老化関連疾患の病態解明 

④ 病気の発症前に診断、予防、治療するコホート研究 

■ 実施中の研究・臨床研究 

先端医療センター(IBRI) 研究所 
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センター長：濱田 博司 

設   立：2000年 文部科学省・理化学研究所が整備 

人工多能性幹細胞 
(induced pluripotent 
stem cell：iPS細胞） 

センター長 
濱田 博司 

■ センター概要 

■ 主な研究内容 

・ ヒトES細胞・iPS細胞をはじめとする幹細胞利用技術の開発 

・ クローンマウスの誕生メカニズムの研究 

・ ゼブラフィッシュ、マウスを用いた体づくりのしくみの研究 

・ 線虫、ショウジョウバエを用いた発生機構の解明 

①発生のしくみを探る       ②器官ができるしくみを探る       ③からだを再生させる 

理化学研究所 多細胞システム形成研究センター (CDB) 
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高橋政代先生 

理化学研究所/先端医療センター 

協力・支援 

先端医療センター 理化学研究所  

神戸市立医療センター中央市民病院 

■ 患者iPS細胞から網膜シートの作製 

■ 滲出型加齢黄斑変性（ＡＭＤ）患者への移植 

世界初のiPS細胞を用いた網膜シート移植手術を2014年9月に実施 

iPS細胞を用いた再生医療の取組み 
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■ 「滲出型加齢黄斑変性」の患者が対象 
 
■ 他人(他家)のiPS細胞の使用により時間とコストを削減 
 
■ 網膜色素上皮(RPE)細胞の「懸濁液」移植を検討 
 
■ 2017年２月に厚生労働大臣の実施了承、 
  同年3月に世界初となる他家移植手術実施 

京都大学 iPS細胞研究所 (CiRA) 

iPS細胞（他家） 

網膜色素上皮(RPE) RPE懸濁液 

理化学研究所 多細胞システム形成研究センター (CDB) 

神戸市立医療センター中央市民病院 
大阪大学病院 

移植手術の実施 
2016年6月6日に中央市民病院にて 

行われた記者会見の様子 

他人のiPS細胞由来網膜細胞の移植に関する臨床研究 

iPS細胞を用いた再生医療の取組み 
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■ 2017年2月2日付で厚生労働大臣より懸濁液
を用いた臨床研究認可 
 
■ 2017年3月28日、中央市民病院にて世界初
の移植手術実施 



国立研究開発法人 
理化学研究所 等 

公益財団法人 
先端医療振興財団 

細胞培養 

公益社団法人 
NEXT VISION 

敷地面積 ：2,000㎡ 
延床面積 ：約8,600㎡ 
構造 ：地上７階建て（７階は屋上機械室） 
 

「神戸アイセンター」の開設（2017年12月） 

臨 床 
（病院） 

地方独立行政法人 
神戸市民病院機構 

眼科領域の基礎研究から臨床研究・治験、治療、リハビリまでをトータルで対応する全国初の施設 

世界最先端の再生医療等の迅速な実用化を加速するため国家戦略特区を活用して神戸アイセンターを整備 

基礎研究 
ロービジョン

ケア 



羊膜 

培養 
(10-14 日間) 

フィーダー細胞 
(3T3 fibroblasts) 

口腔粘膜採取(5-6mm) 移植 
手術前 

手術後 

角膜の再生治療 膝軟骨の再生治療 

健常部位から 
自己軟骨細胞採取 

  損傷部位 

培養 
(8-14日間) 

ゲル形状に合う 
ように形成する。 

■ 難治性角膜疾患の治療  (京都府立医科大学病院との共同研究) ■ 限局性の膝軟骨損傷の治療  (神戸大学病院との共同研究) 

事故やスポーツなどで損傷した膝軟骨損傷に、培養した軟骨細胞を移植。 口腔粘膜と羊膜から培養した角膜上皮シートを移植し、角膜を再生する。 

鼓膜の再生治療 

ゼラチンスポンジ 

鼓膜欠損 

生体接着剤 

3週間後 穿孔縁の新鮮創化 

■ 鼓膜穿孔の治療  (慶応義塾大学病院、京都大学病院との共同研究) 

鼓膜にできた孔を薬剤を含ませたスポンジでふさぎ、再生を促す治療。 

声帯の再生治療 

■ 声帯瘢痕の治療  (京都大学病院との共同研究) 

固くなった声帯粘膜に、組織の再生を促すヒトHGFを投与し、粘弾性を再生。 

下肢血管の再生治療 

■ 慢性重症下肢虚血性疾患の治療   

患者自身の血液から血管を再生させる細胞を取り出し、閉塞部分に移植する。 

ＥＰＣ：血管内皮前駆細胞 

骨の再生治療 

■ 難治性骨折の治療  (臨床研究終了、医師主導治験準備中) 

血管や骨を新たに作り出すCD34陽性細胞を患部に移植し、骨折を治す。 

脳梗塞に対する細胞治療 

■ 急性期脳梗塞の治療  (国立循環器病センターとの共同研究) 

患者の骨髄液から単核球(白血球の一種)を取り出し、静脈投与する治療。 

角膜の再生については、すでに先進医療として治療を受けられます。脳梗
塞の細胞治療についても、現在先進医療に向け準備が進められています。 
 
膝軟骨、鼓膜、声帯、下肢血管、骨、網膜の再生医療についても現在治
験の段階にあり、これらの先進的な治療を、安全に、少しでも早く患者へ提
供できるよう、研究が進められています。 

実用化に近い再生医療 
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メディカルクラスター 



（完成イメージ） 神戸市立医療センター 中央市民病院 

西記念ポートアイランド 
リハビリテーション病院 

チャイルド・ケモ・ハウス 神戸低侵襲がん医療センター 

神戸大学医学部附属 

国際がん医療・研究センター  

連携・役割分担の検討のため 
メディカルクラスター連携推進委員会設置 

メディカルクラスター病床数 約 1,500床 

延患者数(2016年) 入院 約40万人 

              外来 約60万人 

  

兵庫県立粒子線医療センター附属 
神戸陽子線センター 
(2017年12月開設)  

 兵庫県立こども病院 

高度専門医療機関の集積 

メディカルクラスターの連携推進による最適な医療の提供 
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神戸アイセンター病院 
（2017年12月開設）  



メディカルクラスターに集積する放射線治療機 

・ CLINACi x（3台） 
⇒強度変調放射線治療(IMRT)が可能な

放射線治療装置（リニアック） 
 
 
 
 
 
 

 

・トゥルービーム 
⇒食道がん、乳がん、前立腺がん

など、すべての部位に適応。呼
吸で動く腫瘍に対して、呼吸同
期照射機能搭載 

・トモセラピーHD 
⇒360度方向から腫瘍を包み込むよう

に照射することで、腫瘍の部位のみ
に放射線を集中 

（強度変調照射：IMRT） 

・サイバーナイフVSI 
⇒主に脳腫瘍・脳転移・肺・肝臓

などの定位照射専用器。呼吸
で動く腫瘍に対して、動体追尾
機能搭載 

中央市民病院（3台） 

神戸低侵襲がん医療センター（３台） 
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・ 陽子線治療装置（2台） 
⇒腫瘍に対して、ピンポイントで高線量を照射す

ることで、高い治療効果が期待でき、二次がん
等のリスクを最小限に抑えた治療が可能。  

 
 
 
 
 

 

神戸陽子線センター（2台） 



シミュレーションクラスター 



高度計算科学研究支援ｾﾝﾀｰ 

 計算科学振興財団（FOCUS） 

FOCUSスパコンシステム 

兵庫県立大学大学院 

神戸大学先端融合研究環 
統合研究拠点 アネックス棟 

甲南大学 
ポートアイランドキャンパス 

理化学研究所 

計算科学研究機構（AICS) 

スーパーコンピュータ「京」 

神戸大学先端融合研究環 
統合研究拠点  

計算科学教育センター(ECCSE) 

シミュレーションクラスター主要施設 
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■ 大学や研究機関等の研究利用や産業利用等に使える汎用スパコン（理化学研究所 計算科学研究機構）     

        2017年11月 

       HPCG (産業利用でのアプリケーション処理速度)  3期連続世界第1位 

    Graph500 (ビッグデータ処理(大規模グラフ解析)) 6期連続世界第１位 

     Top500 (連立一次方程式処理速度)      世界第10位   

■ 2020年頃をターゲットに、世界最高水準の汎用性のあるスーパーコンピュータの実現を目指す 

■ 2014年3月、理化学研究所 計算科学研究機構への設置が決定   

※画像提供：理化学研究所 

【研究課題イメージ】 
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スーパーコンピュータ「京」 

ポスト「京」の開発（フラッグシップ2020プロジェクト） 

スーパーコンピュータ「京」 と ポスト「京」 
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FOCUSスパコンの役割 

「京」へのステップアップと産業界スパコン利用のすそ野拡大に寄与する 
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スーパーコンピュータ「京」 

FOCUSスパコン 

少数のスパコン利用の 
ハイエンド企業 

大学・研究機関の 
スパコンセンター等 

①産業利用に最適な 
 アーキテクチャー 

②簡素でスピーディーな 
 利用手続き 

③豊富な流通 
 アプリケーションソフト 

産業界スパコン高度利用の 
ための教習所 
（ステップアップ支援） 

産業界HPC利用者のすそ野 
拡大措置 
（スタートアップ支援） 

１ 

２ 

企業訪問による 
企業ニーズの把握 

大多数の企業が単体PCや小規模PCクラスタ（~数十並列の計算）に滞留 



基礎研究 
 薬が作用する  
 ターゲットの 
 絞り込み 

前臨床試験  承認・販売   治験 
 新薬候補と 
 なる分子の 
 探索 

莫大なコストと長い期間 
開発費：約1,000億円以上  期間：10年以上  成功確率：2万分の１ 

細胞や動物を用いた実験で、何度も失敗を繰り返しながら、新薬候補物質を探してきた 

製薬現場の実践的利用を想定したアプリの開発 
ユーザーにやさしい低コストによる利用 

神戸発の革新的医薬品開発 

創薬計算人材 
の育成・輩出 製薬会社へ 

産業界への橋渡し 

スーパーコンピュータ「京」 
スパコン「京」・ポスト「京」を有する神戸は、
世界に類を見ない創薬イノベーション拠点
のポテンシャルを有する。 

コスト 
削減 

（200億円） 
＋ 

開発期間 
短縮 

（2～３年） 

現状創薬の課題 

インシリコ創薬への期待 

神戸インシリコ創薬拠点の形成 
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主要プロジェクト 
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規制緩和 

岩盤規制の緩和、手続きの迅速化 

世界最高水準の高度の医療を提供する場合、既存の基準病床数に加えて許可を行うことができる。 

関西圏国家戦略特別区域 
（指定区域：神戸市を含む 兵庫県・大阪府・京都府） 

○経済社会の構造改革を重点的に推進 

○「岩盤規制」改革の突破口。トップダウン。 

関西イノベーション国際戦略総合特区 
（指定区域：兵庫県・神戸市・大阪府・大阪市・京都府・京都市)  

○地域のチャレンジをオーダーメードで総合的に支援。 
 ボトムアップ。 

税制支援 

 設備投資に係る法人税の軽減措置等 

 ・医薬品の研究開発促進など  
  10事業者17件 
  （活用推計額 累計6.9億円） 

金融支援 

借入れに対する利子補給 

 医薬品の研究開発促進など 
     ３事業者 ４件 
     (活用推計額  累計0.7億円) 

神戸医療産業都市 

財政支援 

 予算の重点活用、機動的な予算措置 
（※総合特区のみ） 

ウェットラボなどを備え
たレンタルラボ施設 
「神戸医療イノベー
ションセンター」を整備 

 基礎研究から臨床応用、
治療、リハビリまでをトータル
で対応する  
「神戸アイセンター」を整
備。 

ウェットラボや再生医療等
の製品開発にも対応可
能なCPC等を備えたレン
タルラボ施設「神戸医療
イノベーションセンター」を
整備 

総合特区 

総合特区 
総合特区 

国家特区 

神戸医療産業都市における特区の活用について 



■ 2F エントランス 

■施設整備イメージ 

■外観 
3～5F 

(CPC対応) 
180～250㎡ 
６室/1フロア 

製薬関連企業やベンチャーなどの入居に対応したウェットラボ

や、再生医療等の製品開発にも対応可能なCPC、ポスト「京」

の開発・研究のためのスペースを備えたレンタルラボ施設。 

神戸医療イノベーションセンター (KCMI) の整備 

1F 

2F 

3F 

4F 

5F 

共用 
会議室 

店舗等 

交流 
スペース 

Wet Lab. 

ポスト「京」 
開発・研究スペース 

Wet Lab.（ CPC対応） 

Wet Lab.（ CPC対応） 

Wet Lab.（ CPC対応） 

京コンピュータ前駅へ 

1～2F 
53㎡～84㎡ 

14室 

Wet Lab. 
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ベンチャー企業の
シーズ 

研究機関のシーズ 
(理研・神大・先端 
その他関連大学等) 

理化学研究所
（CDB） 

理化学研究所
（CLST） 

〈臨床環境〉 
メディカルクラスター 
 ・中央市民病院 
 ・先端医療センター 
 ・こども病院  など 

〈周辺設備〉 
 多種多様な進出企業 

〈審査環境〉 
PMDA薬事戦略 
相談支援センター 

〈製造環境〉 
次世代抗体医薬製

造拠点 

基礎研究 
（シーズ探索） 

前臨床 
試験 

臨床試験 申請・承認 製造 

創薬拠点構築のためのプログラム提案 

薬の開発に必要な環境である 

「研究者」、「周辺設備」、「臨床環境」 

等を調整し、ワンストップで創薬開発を支援 

専任 
コーディネーター 

 
国内外大手 
製薬企業 

 

提案 

調整 

調整 

調整 

研究 
機関 

進出 
企業 

病院 
群 

先端医療振興財団 

運営委員会 

 

神
戸
医
療
産
業
都
市
の 

基
盤
施
設
等 

化学系 
大手企業 

創薬のプロセス 

創薬オープンイノベーションの推進 
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 ・国際基準に適合した次世代抗体医薬等の製造技術基盤の確立 
 ・バイオ医薬品製造に関する人材育成の体制を構築 

・複雑な医薬品の生産 

・最適化技術の向上 

病気のメカニズム

の解明 

病気のターゲッ

トに作用する

分子の探索 

新薬候補の 

最適化、 

工業化 

前臨床試験 

（動物試験） 

（文科省） （厚労省） （経産省） 

経産省の支援のもと、複雑で高機能なバイオ医薬品（抗体医薬）

を国際基準に適合して製造する高度・高効率な次世代の製造技術

開発を行い、個別化医療の実現を支える創薬基盤を構築する。 

 個別化医療の実現を支える創薬基盤を構築 

次世代抗体医薬の人材育成・生産拠点等 
 (神戸大学統合研究拠点 アネックス棟) 

治験 

（人での試験） 

■抗体医薬品製造プロセス 

次世代抗体医薬の人材育成・生産拠点の確立 
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医療用ロボットの開発 

産業用ロボットを含む 
総合重工業メーカー 

臨床検査機器・試薬・ 
ソフトウェアメーカー 

川崎重工業・シスメックスの共同設立  
 ・社   長：橋本康彦（川崎重工業） 

 ・副社長：浅野薫（シスメックス） 

 ・事業内容：医療用ロボットのマーケティング、 

         開発、設計、製造、販売、 

         アフターサービス 

 ・事務所所在地：IMDA 

2019年度 手術支援ロボットを上市 
2030年度 売上高1,000億円目標 

今後の予定 

メディカロイド 

川崎重工業・シスメックスの共同設立  

■AMEDプロジェクトに参画・推進 
 

※日本医療研究開発機構 HPより抜粋 

●軟性内視鏡手術システムの開発 

2017年3月、ハイブリッド手術などで要求される広範囲患
者移動機能を実現した手術台 
「SOT-100 Verciaヴェルシア手術台」を発売 

■ロボット技術を活用した手術台発売 

■手術支援ロボットの開発 And

https://www.khi.co.jp/
https://www.khi.co.jp/


①相談 

④支援 

②意見照会 

③アドバイス 

  

販売 
  

国内 
海外 
市場 

収集 
  

シーズ 
ニーズ 

神戸医療機器開発センター
MEDDEC 

臨床現場 
（神戸中央市民病院など） 

弁護士等専門家 

PMDA-WEST 
（薬事申請相談） 

相談風景 

ﾏｯﾁﾝｸﾞ 
医工連携 

試作 
仮説検証 
事業評価 

事業計画 
立案 

開発支援 
薬事相談 

非臨床 
臨床試験 

薬事申請 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 
支援 

アドバイザー 
（事業化・薬事等） 

相
談
者
（
企
業
等
） 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
窓
口
） 

機器開発プロセス 

相談の流れ 

商品化事例 

医療機器等事業化促進プラットフォーム 
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企業 

病院 

介護施設 専門家 

相談 

支援・紹介 

支援ネットワーク 

総合支援窓口 

介護・リハビリロボット開発・導入促進事業 

① 開発にかかる総合支援窓口の設置 

② 福祉施設との連携・協力体制の構築 

⑤ 専門家との個別面談 

⑥ 介護者との意見交換会 

④ ビジネスセミナーの開催 

③ 開発費の補助 

⑦ 展示会への共同出展 

拡充事業 

継続事業 

（2017年度～） 

■モーションコントロール技術を 
 活かした移動支援介護ロボット 

市内に立地する支援機関 

県立福祉のまちづくり研究所 日本福祉用具評価センター 33 ■センサー技術を活かした 
  歩行計測機器 

実用化を目指す介護・リハビリロボットの事例 

http://4.bp.blogspot.com/-neLgv1W9L8s/VWPv6YqfLFI/AAAAAAAAtvg/12qT2eFltvM/s800/medical_kaigyoui.png
http://1.bp.blogspot.com/-wqa7uTnP6v0/VSufO6KauWI/AAAAAAAAs4c/leH-H5gVK7A/s800/job_kaigoshi_woman.png
http://4.bp.blogspot.com/-w479PzxVHA8/V1z9Kq-uRzI/AAAAAAAA7Ps/JfchSeRC-Rc8wT3Gi1OvoB8--89Ux370QCLcB/s800/iryou_doctor_nurse_jimu.png
http://3.bp.blogspot.com/-m7wANl2gXBU/VXOUY8jiKkI/AAAAAAAAuKQ/4425suEKRxU/s800/meishi_man.png


健康“生き活き”羅針盤リサーチコンプレックス 

      文部科学省「世界に誇る地域発研究開発・実証拠点（リサーチコンプレックス）推進プログラム」  

  推進体制 
  ・中核機関：理化学研究所 

  ・自治体：神戸市,兵庫県   

  ・大学・研究機関：京都大学,神戸大学 等 

  ・企業：阪急阪神ホールディングス 等       

   計91団体(2017年10月現在） 
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神戸医療産業都市にヘルスケア分野の新事業・サービスを創出するプラットフォームを構築 



開発支援案件に関連するテーマで市民セミナー開催 
（市民モニターの募集） 

 開発支援の流れ 

企業・研究者訪問、関連学会参加等情報収集  
→ 企業と研究者のマッチング 

コーディネーターによる開発支援案件の発掘 

  

  企 業   研究者 

  市 民 

産学民による製品開発 

ワークショップ開催、専門家によるアドバイス、 
市民モニターとのマッチング 

有識者支援委員会による開発支援案件の審査・決定 

支援案件の共同開発の推進 

製品・サービスの事業化 

医薬品 

再生医療 医療機器 

美容 
化粧品・機器等 

運動 
ウエアラブルデバイス・ 
靴・運動プログラム等 

ヘルスケア分野 

休養 
睡眠環境・ 
リラクゼーション等 

食・栄養 
健康食・介護職・ 
サプリメント等 
 
 

介護 
ロボット・センサー・ 
生活支援機器等 

ヘルスケアサービス開発支援事業（2016年度～） 
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神戸市・先端医療振興財団・日本イーライリリーの間で連携・協力に関する締結 

認知症にやさしいまちづくりに向けて 

（2016年3月15日） 

人口150万都市の神戸で、認知症の早期発見、早期診断、早期介入をめざす

統合的な「神戸モデル」を構築。世界の認知症対策へエビデンスを提供。 

（2016年9月～おおむね3年間） 

ＷＨＯ神戸センターと、神戸大学・先端医療振興財団・神戸学院大学の共同研究 

KOBEもの忘れネットワークの構築 

■ 認知症に関する臨床研究の推進   

■ 認知症に対する理解促進及び意識啓発 

■ 認知症に関する海外先進事例の情報提供 

■ 神戸医療産業都市の情報発信 

認知症の治療薬・診断薬等の開発促進をめざし、 

認知症や臨床研究の啓発や情報提供、 

臨床研究・治験参加者の登録を実施 

事務局：先端医療振興財団 

    登録医療機関 
        20 
      (2018年1月末現在） 

    臨床研究・治験 
     参加希望者 
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新たな推進体制の構築 
（2018年4月～） 

今後の展開 

『最高水準の医療が最適に受けられる神戸』の実現 

■高度医療の提供 

■国際貢献 

■病院間連携強化 

■更なる研究の推進 ■異分野融合・人材育成 

■実用化の促進 

『先端医療でグローバルに貢献する神戸』の実現 

『企業等の活動の融合が生み出す活力のある神戸』の実現 

■先端医療振興財団を発展的に改組 

■集積機関や企業のマネジメント組織へ 

■クラスター全体として、研究機能や臨床機能、事業化 

  支援機能等を強化 

新たなイノベーションを神戸から！！ 

■事業化支援 ■融合連携の強化 

がん免疫、認知症、老化、 
再生医療など  

リサーチコンプレックスなど 海外患者受入れワンストップ 
窓口の設置 

国際がん医療・研究センター、神戸アイセンター 
神戸陽子線センター（仮称）など 
  

ICTシステムの連携、臨床研究（治験）の推進 
 

研究機関、大学、病院、企業間
の連携強化によるイノベーションの
創出 

次世代バイオ医薬品、医療用 
ロボットなど 

ベンチャービジネスの育成など 

新たな推進組織の発足 
（2018年４月予定） 

研究推進機能 事業化支援機能 

臨床（病院）機能 都市運営機能 
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神戸市 医療・新産業本部 医療産業都市部 

URL：http://www.kobe-bic.org/ 

Facebook：https://www.facebook.com/kobeiryosangyotoshi 

ご清聴ありがとうございました 


